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ファシリティマネジメント講演会２０１９の開催について（ご案内） 
 
 
 

 平素は、四国ファシリティマネジメント協会の活動にご理解とご協力をいただき、ありが

とうございます。 
 ファシリティマネジメント（ＦＭ）は、企業や団体にとって施設の最適化や経営効率のア

ップ、省エネルギー等の効果が期待できることから、厳しい財政状況にある地方自治体にお

いても、地方創生の効果的な手法として注目され、高い関心を持って取り組まれております。 
香川県では「香川県新ファシリティマネジメント推進計画」を策定し、「ファシリティ情報

の一元化」、「県有資産の効率的な運用や長寿命化」、「維持管理経費の縮減」、「未利用地の処

分・利活用の推進」、「安全な県有建物の維持」の５本柱の取組みを推進しています。 
今年も香川県との共催で県内自治体、民間企業の担当者の皆様を対象とした「ファシリテ

ィマネジメント講演会２０１９」を別紙のとおり開催しますので、ご出席方よろしくお願い

申し上げます。つきましては出席者名簿を事務局までファクス（又はメール）にてご提出く

ださいますよう併せてお願いいたします。 
 
 

 
 
 

問い合わせ先 
 オフィスサポートセンター内 

  四国ファシリティマネジメント協会 
             事務局 三好 
    電話 ０８７－８２５－５５２２ 
    FAX ０８７－８２５－５９４１ 
    メール info@s-fma.jp 
 



（別紙） 

ファシリティマネジメント講演会２０１９ 

 
 
 １ 目的  ファシリティマネジメントの意義や具体的な取組みについて、理解を深める。 
 
 ２ 主催  香川県 

四国ファシリティマネジメント協会（ＳＦＭＡ） 
 
 ３ 後援  公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（ＪＦＭＡ） 
       一般社団法人日本建築学会四国支部香川支所 
 
 ４ 日時  令和元年８月２３日（金） １４時～１６時３０分 
                   （開場１３時３０分）   
５ 場所  香川県社会福祉総合センター １階 コミュニティーホール 

        高松市番町１丁目１０番３５号 
 ６ 対象  県内自治体の施設管理担当者 
       県内民間企業の施設管理担当者 

建設会社、設計事務所、大学関係者 など 
 
 ７ 講演内容 ・「2010 年 JFMA 賞受賞 倉敷中央病院 その後」  

           講師 公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構 
              倉敷中央病院 施設・環境部 担当部長 藤本 義秋 氏 
 
 ・「青森県が実施しているＦＭによる県有施設の利活用の取組について」 
 講師 青森県 総務部 行政経営監理課  

ファシリティマネジメント推進グループ  

主幹 江戸 将聖 氏  

 
 
※講演の概要は別添のとおり。 
 
※本講演会は、公益社団法人日本ファシリティマネジメント協会（ＪＦＭＡ）認定ファシ

リティマネジャー資格更新講習Ｂ方式ポイント対象講座です。（１ポイント） 
 
※本講演会は、建築ＣＰＤ制度の認定プログラムです。（２単位）



オフィスサポートセンター内 
  四国ファシリティマネジメント協会 
             事務局 三好 行 

    FAX ０８７－８２５－５９４１ 
 
ＦＡＸにて返信ください 

 回答期限８月９日（金） 

ファシリティマネジメント講演会２０１９ 出席者名簿 

 
 
                   会社名              
                   担当者              
                   電話番号             
 

所属名 職名 氏名 備考 
    

    

    

    

    

    

    

    

※参加は無料です。 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

 

倉敷中央病院は、2010 年に優秀ＦＭ賞を受賞いたしました。この賞は、経営者・医療者・

設計者が一体となって、過去 40 年以上にわたり、病院のファシリティマネジメントに取り

組み、その結果、病院の各種の診療指標や経営指標を大幅に向上させた成果によるもので

す。受賞の年 2010 年は、2000 年ごろから続けてきた病院の急性期機能の充実や地域の市

民や医療機関に信頼される基幹病院を目指した長期計画の中の 7 合目あたりに差し掛かっ

た段階でした。そして今、一連の計画を終え、この間のファシリティマネジメントが病院

にいかに寄与したかを評価される時期となっており、この辺りをご紹介させていただきま

す。受賞までの当院のファシリティマネジメントは、いわば自然体の流儀であったとの思

いから、受賞を契機に本格的にファシリティマネジメントを学習し、3 名のファシリティマ

ネジャーを誕生させました。また、2016 年には国際的評価であるＪＣＩの認定を取得しま

したが、ＪＣＩの要求事項の中で、難関の Facility Management & Safety をクリアできた

のは、我々が長くファシリティマネジメントに取り組んできた成果と考えています。 

講演会の概要 

■「2010 年 JFMA 賞受賞 倉敷中央病院 その後」 
公益財団法人 大原記念倉敷中央医療機構 

倉敷中央病院 施設・環境部 担当部長 藤本 義秋 氏 

■「 青森県が実施している FM による県有施設の利活用の取組について 」 
       青森県総務部行政経営管理課 ファシリティマネジメント推進グループ 
                               主幹 江戸 将聖 氏 

 青森県では、平成 16 年に庁内ベンチャー制度によりファシリティマネジメントを導入、平

成 19 年 3 月に「青森県県有施設利活用方針（現「青森県公共建築物利活用方針」H31.2 改定）」

を策定し、全庁的な共通認識のもとで利用調整を行い、県有施設の有効な利活用を推進して

きました。 
 本講演では、本県のファシリティマネジメントのこれまでの取組について説明するととも

に、昭和 35 年に竣工し耐震性能不足や老朽化が著しい青森県庁舎について、今後 40 年程度

使用することを目標に実施した耐震・長寿命化改修事業（H27～R1）の取組事例、その他庁

舎等の利用調整事例などについてご紹介します。 


